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GEOTAIL-II

地心から30Re程度離れた領域でNear-earth Reconnection 現象を観測
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遠地点付近で正四面体を構成する軌道
X-Y平面内に3衛星で正三角形を構成し、Z方向のもう1機の衛星と共に
正四面体を構成する。 軸の alignment にこだわらなければ。
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遠地点付近でXi,Yi,Zi方向に基線を張る軌道4

X 軸方向に基線を確保するのは難しい。 Z軸方向は容易。
2機の衛星を利用して、1機がXi軸方向から大きく外れると、もう1機が
カバーするように衛星を配置
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遠地点付近でXi,Yi,Zi方向に基線を張る軌道5

無理に X 軸に align させる案もないことはないが．．．．
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軌道要素の制御3

軌道要素の制御に必要なΔV（例）
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モンテカルロシミュレーションの結果、遠地点において100[km]オーダーの
軌道変更（面内、面外）を行う場合、約4[m/s]のΔVが必要
（最適2インパルス移行では約2[m/s]が必要）
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編隊飛行に関わる今後の課題
これまでに検討できている事項：

・SCOPE に向けた編隊維持の基本的な構成。
・母船－子機間相対レンジングによる軌道決定が十分可能であること。

（相対距離が比較的近い場合。地上運用負荷を軽減できる。）

・所要燃料を等分配できる編隊維持方策の基本方策

長半径の制御はフォーメーションの維持に不可欠である。

その他の軌道要素は、制御位置と制御量を適当にとることで

独立に制御 することが可能である。

制御時の衛星間衝突回避

外乱（摂動）の影響評価と軌道修正量評価の改善

GPS 利用航法、衛星間レンジングの採否
母船と子機の姿勢制御系構成を考慮し、所要燃料最小かつ等分配性を
確保する初期配置 strategy
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不幸にして直接に投入することができない。

投入に要するペイロード損をできるだけ避けたい。
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黄道面系では遠地点緯度も変化する。
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摂動のよるドリフト例
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ドリフト軌道期間

＊冬でも同じ。
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軌道制御シーケンス
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所要軌道制御量
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投入できる探査機の重量の見通し（配置前）
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相似な幾何形状を維持する軌道（楕円軌道）2
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遠地点付近で直交する3基線を張る軌道4
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＊面外（Z方向）基線は容易に張れる。
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